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「中三生徒への辞書指導」

筑波大学附属駒場ヰ。高等学校 長谷川 和則

1暮 はじめに

全国の中学。高校はおろか大学においてまでも「生徒（学生）が辞書を引かなくて因ってい

る」という教師の嘆きが聞かれる昨今である。1でほなぜ引かないのかと生徒に尋ねても，その

理由は様々である。2「辞書の引き方など教えなくても使っているうちにわかってくるものだ」

でほ，今の中。高生はついてこない。3こういった現状を抱えて教師ほどういう手立てを講ずる

べきか。

筆者ほ今年度（昭和63年度）中学3年生を教えているが，年度初めにこの子たちに辞書の使い

方の指導を行うことを考え実践した。本稿はその報告である。

2．「酔酢eアンケート」に見る生徒の実状

生徒の実状を把握するためにアンケート調査を実施した。以下にその結果を見ながら考察を加

える。（調査生徒‥中3，総数117名）

2．1．辞典の所有実態

これから数時間かけて辞書（英和辞典）の使い方を勉強していきます。辞書を効果的に使うことで英語学

習がはかどり，英語力を高めることができるからです。辞書を共として自分自身で学ぶ姿勢を身につけまし

ょう。今日は，次のアンケートに答えて下さい。

1－1 君は英和辞典を持っていますか。
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1－2 何冊持っていますか。

d 9．設

a．1冊 b．2冊 c．3冊 d．4冊以上
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1－3 持っている英和辞典名を具体的に書いて下さい。
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英和辞典名 人数

1新英和中（研究社） 34

2 新クラウン（三省堂） 22

3 初級クラウン（三省堂） 21

4 ライトハウス（研究社） 17

5 新コンサイス（三省堂） 11

6 デイリーコンサイス（三省堂） 8

7 アポロ（研究社） 7

8 シニア（旺文社） 6

9 岩波英和中（岩波書店） 5

10 アンカ…（学習研究社）

11ジュニアアンカー（学習研究社）

12 プログレッシプ（小学館）

13 グローバル（三省堂）

14 スタディ（旺文社）

15 中学ニューワールド（講談社）

16 マイ英和（研究社）

17 講談社英和（講談社）

18 新英和大（研究社）

19 フレンド英和（小学館）

（2名以上の生徒が所有する英和辞典名）
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生徒全員が英和辞典を所有し，2冊以上あると答えている生徒が全体の8割近くいる。生徒の

持っている英和辞典ほ実に様々である。2名以上の生徒が持っている辞典名は表に示した通りだ

が，この他にアプローチ（研究社），グローバル（三省堂），新英和中（旺文社），カレッジクラ

ウン（三省堂），ランダムハウス英和大（小学館），サンライズ（旺文社）などがあがった。

2－1 君は和英辞典を持っていますか。

16．批

2w2 何冊持っていますか。
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2－3 持っている和英辞典名を書いて下さい。

和英辞典名 人数

1 ライトハウス（研究社） 17

2 新和英中（研究社） 14

3 新クラウン（三省堂） 11

4 新コンサイス（三省堂） 7

5 初級クラウン（三省堂） 5

6 フレンド（小学館） 4

7 プログレッシブ（小学館） 4

8 デイリーコンサイス（三省堂） 4

9 ジュニアコンサイス（三省堂） 3

10 アンカー英作文（学習研究社） 2

（2名以上の生徒が所有する和英辞典名）

和英辞典を持たない生徒が全体の16％いることに注意したい。持っている生徒でほl冊と答え

ている老が最も多く73％であり，英和辞典の冊数分布と対照的である。表に示した和英辞典以外

で生徒が持っているものは，アポロ（研究社），ショーター（旺文社），スタディー（旺文社），

新和莫大（研究社），シニア（旺文社），エッセンシャル（旺文社），和英中（旺文社），ジュニア

アンカー（学研），サンライズ（旺文社）などである。

なお，生徒の中にほ英和。和英兼用辞典であるデイリーコンサイス英和。和英（三省堂）〔9

名〕，新リトル英和。和英（研究社）〔3名〕を持つものがいる。

3wl 君ほ英英辞典を持っていますか。
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3－2 何冊持っていますか。 a．1冊 b，2冊 c．3冊 d．4冊以上

2
0
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3－3 持っている英英辞典名を書いて下さい。

1 ロングマン現代英英辞典（LONGMAN， 桐原書店）1名

2 新英英辞典（研究社） 1名

3 コンサイス英英辞典（三省堂）1名

英英辞典ほ持ってない生徒が9割を越える。持っている生徒ほ，英語に特に強い興味。関心を

持ち，学力もあるほんの数人の生徒であると思われる。

（考察）

所有実態を見て気付くことは，まず，初級用の英和辞典がベスト19位中に7つも入っているこ

とである（初級クラウン，アポロ，ジスニアアンカー，スタディ，中学ニューワールド，マイ英

和，フレンド）。物持ちのよい生徒が多数いることほ別として，これらの辞書は語彙が一万語前

後であり，用例文も少ないものがあり心もとない気がする。4事実，こういった辞書を持つ生徒

たちは指導が進む中で，自分の辞書でほ十分な語義の解説が得られないことに気付いていった。

次に，いわゆる携帯用の辞書を持つものが結構いるということである。生徒が常にこういった

辞書しか引いていないとしたら問題である。携帯用辞書ほあくまでも携帯のためのものであり，

生徒に必要な学習用の辞書とは違うからである。
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2，2．辞典の使用方法

4－1君ほ英和辞典の使い方を知っていますか。

a．知ってる b．少しほ知っている c．あまりよく知らない d．知らない

バ 2．許：
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4－2 英和辞典の使い方を以前に習いましたか。
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4㌦3 （4－2でa．と答えた人）どこで習いましたか。

a・学校（筑駒）で b・塾で c．家庭教師から d．家の人から（父母，兄弟姉妹）

レビで f．その他（ ）

a A．批

12．飢
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4－4 英和辞典の効果的な使い方を習いたいですか。

a．習いたい b．習いたくない C．どちらでもかまわない（やるなら習う）

i．8；；

23．8㌔
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4m5 （4－4でa．と答えた人）特にどういう点を習いたいですか。（2つ選びなさい）

a．単語の捜し方 b．用例文をどう見つけるか c．発音

d．辞書から得られる全ての情報の読み取り方 e．家庭学習での使い方

f．その他（ ）

3．白話
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（分析と考察）

英和辞典の使い方は9割を越える老が知っていて，2割強の生徒は以前に習ったことがあると

言っている。どこで習ったかというと「家の人から」が7割を越える。家のだれからなのか具体

的にほわからないが，家庭で子供の勉強をみている人がいることは好ましいことである。家庭に

おけるこのような教育力は，辞書の使い方を教えるにとどまらず，情緒の安定した子供の育成に

欠かすことのできないものだからである。

英和辞典の効果的な使い方を習いたいと答えている生徒は，「どちらでもかまわない」という

消極派も含めて，ほとんど全員である。生徒は用例文を含めて辞書から得られる全ての情報をど

う読み取ったらよいのか，また家庭学習でどう辞書を使ったらよいのかを習いたがっていること

がわかる。
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2，3．辞典の使用頻度等

5－1君が英和辞典を使うのほどのようなときですか。（2つ選びなさい）

a．予習の時 b．授業で C．復習の時

f．その他（
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5－2 君ほ英和辞典をよく引きますか。
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5－3 （5－2でa．もしくほb．と答えた人） 君は英和辞典をどういうふうに使ってい

ますか。（3つ選びなさい）

a．単語や熟語の意味を調べる b．発音を調べる c．用例文を調べる d．語法を調べる

反意語や同意語を調べる f．語源を調べる g．動詞の活用を調べる

h．囲み記事を読む（「ことばの背景」や「日英比較」）

e，f．h．i．5．8ち
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5…4 （5－2でc．もしくはd．と答えた人）どうして引かないのですか。

a．引き方を知らないから b．面倒だから

d．その他（
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5－5 君ほ英語の授業があるとき英和辞典を学校に持ってきていますか。

a・持ってくる b・時々持ってくる c・あまり持ってこない d．持ってこない

15．8㌔
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5－6 （5】5でc・もしくはd．と答えた人）どうして持ってこないのですか。

a．重いから b．英和辞典を持ってないから c．授業で使わないから

d．引く時間がないから e．引くような難しい単語がないから

f．その他（
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（分析と考察）

英和辞典を使うのが「予習の時」であると答えた者が35％であった。各クラスできちんと予習

をやってきている生徒ほ3割位であるところから，この数字ほ納得のいくものである。「授業で」

ほ14％しかいないところから，これまでの授業時に辞書がいかに使われてなかったかがわかる。

授業中に辞書を引かせる場面をもち，生徒全員に引かせたいものである。

生徒は辞書を引いているようであるが（「引く」と「時々引く」で9割を越える），はたしてど

のように引いているのであろうか。意味不明の語を辞書で調べるといっても，訳語のはじめのも
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のを見つけて事足れりとしている生徒が多いのではないだろうか。5授業中に語句の意味を尋ね

ても答えられない生徒が結構いるところから，これほど多くの生徒が辞書をきちんと引いている

とは思えないのである。アンケートの選択肢を選ぶ際「あまり引かない」か「時々引く」かで迷

い，どうせ答えるなら積極的な方，つまり「時々引く」の方にしておこうという意識が働いたの

かもしれない。

5－3の結果を見ると，生徒ほ辞書を引いて大切だと思われる記述に一応ほ目を通しているよ

うである。しかし，語法欄や「ことばの背景」，「日英比較」といった囲み記事はあまり読んで

ない。なかにはこういった情報が辞書に載ってることさえわかってない老がいるように思える。

7割弱の生徒は辞書を学校へ持ってきている。残りの3割強の老ほ持ってきてないわけである

が，彼らになぜ持ってこないのかと問うと，「授業で使わないから」が約半数の老の答である。

授業時に生徒に辞書を使わせる必要性がここからもうかがい知れよう。また「重いから」と答え

ている者が3割弱いるが，ものく小さというか，面倒くさいことを嫌う生徒の一面が見られる。

3．辞書指導の実際

アンケートの結果を見るとほとんどの生徒が辞書の使い方ほわかっていると答えているが，そ

れほ意味不明の単語をalpbabeticalorderに配列された辞書の中に見付け，（うまくいって）い

くつかの訳語を探しあてることができるというところまでである。彼らほ辞書の中の他の有益な

記述，例えば「日英比較」や「語法」などの補足的説明，にはあまり目を向けていない。辞書の

巻頭にある「使い方」をよく読めば，自分の持っている辞書を最大限に利用できようが，「使い

方」を読んでいる老はまずいないようである。また，授業で「辞書の使い方」を生徒たちによく

わかるように解説したことがないのも事実である。そうすると，まず，辞書を使う際の基本的な

約束事を知る（教える）ことが，自分の辞書を効果的に使うための第一歩であることになる。6

そこで「英和辞典の使い方」のプリントを作り，これを使って本校の中3生徒に対して，4月

から6月にかけ週1回，計11回に渡り，辞書指導を行った。7指導のねらいは次の4点である。

1．辞書の仕組みを理解させる。

2．辞書からどういう情報が得られるかを理解させる。

3．求めたい情報をどう探したらよいかを理解させる。

4，辞書を使って自分自身で学ぶ習慣を身につけさせる。

3．1．プリント教材の骨子とそのねらい

プリント教材の骨子とそのねらいを列挙する。8

Ⅰ．英和辞典を開いてみよう

ねらい：辞書の仕組みを大づかみさせる。
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1）どういう情報が記されているのか。

2）アルファベットほきちんと書けるか。

3）語をalpbabeticalorderに配列できるか。

Ⅱ．辞典各部の働き

ねらい：辞典各部の働きを理解させ，必要な情報を読みとれるようにする。

1．重要語の表示

1）自分の辞書での重要語の表示ほどのようになっているか。

2．音節

1）音節とは何か。表記はどうなっているか。

2）分節とほ何か。

3）音節と分節ほどう有用なのか。

3．発音記号。アクセント記号

1）これらの記号ほどこにどう表記されているか。

2）発音記号ほ読めるか。

3）アクセント記号に従って正しくアクセントを置いた発音ができるか。

4．品詞

1）8品詞とほ何か。

2）それらの表記ほどのようなものか。

3）文の中での働きほどうなっているか。

4）文中での働きによりひとつの語がいくつかの品詞になることがわかるか。

5．語形の変化

1）名詞でほ単数形が見出し語となっているが複数形ほどこにどう表記されているか。

2）複数形の語尾変化は理解できているか。

3）動詞の変化形はどこにどう表記されているか。

4）規則動詞の語尾変化は理解できているか。

5）不規則動詞の場合は変化した形も見出し語にあることがわかるか。

6）不規則動詞の活用表ほどう利用したらよいか。

7）形容詞と副詞の比較級。最上級はどこにどう表記されているか。

8）不規則に変化する形容詞と副詞でほその変化形も見出し語となっていることがわかるか0

9）more，mOStをつけて比較級。最上級を作る形容詞と副詞の理解はできているか。

6．可算名詞と不可算名詞

1）可算。不可算とほどういうことか。

2）この区別をするための表記ほどこにどうあるのか。

ー109－



7．接頭辞と接尾辞、

1）接頭辞。接尾辞とはどういうものか。

2）接頭辞。接尾辞をつけて派生語を作る練習を通して理解を深める。

8．頸義語と反意語

1）類義語。反意語とはどういうものか。

2）どこにどう表記されているのか。

9．句動詞と成句

1）句動詞とほどういうものか。

2）成句とはどういうものか。

3）これらはどこにどう表記されているか。

3．2．辞書指導メモより

毎回の指導後のメモを読むと生徒の取り組み方や以外な事実， そして教材を進めたペースや指

導の工夫などをうかがい知ることができる。箇条書き程度に述べることにする。

第1回（4月12日）

Op r
eアンケートを行なう。

O「英和辞典の使い方」ほ毎月曜日に実施することを伝える。

○自分の辞書（家においてあるもの）の名前がわからない生徒が各クラス10名位ずついる。

これらの生徒にほ『英語辞書の使い方◎選び方』小島義郎著（実日新書）の「第2部英語

辞書カタログ」を見せ，自分の辞書を探させた。これほアンケートに答えさせる際役立っ

た。

○プリント教材の1の問題2までを宿題とする。

第2回（4月18日）

○宿題をやってあるかどうかのチェックはプリントを机上に広げさせて一人ずつ行なった。

宿題を出したら必ずチェックすることが大切。

○アルファベットの成り立ちについて

『Ⅰ。SEE。ALL』（学研）を用いてプリントを作り簡単に説明する。興味を引いた。

○Ⅰの問題3まで。「英和辞典を開いてみよう」終了。

第3回（4月25日）

○Ⅱ．辞典各部の働き～3．発音記号。アクセント記号の二重母音の練習まで。

○発音記号を読み発音練習をする時に生徒がぎわついた。これほ日本語にない音，例えば

［f］，［Ⅴ］や［r］，［1］をおおげさにやった時であった。（君達のためにおおげさ

にやっているのだ！）

○多少はぎぁついてもいいのだ。生徒が正しい音を出せるようになることが大切。
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第4回（5月9日）

08品詞の3）形容詞まで。

第5回（5月16日）

08品詞終了。

○接続詞は語ばかりでなく句や節をもむすびつける話に興味を持つ。今まであまり注意を払

ってきてなかったからであろうか。

○間投詞のところではintonationの大切さを強調。また，ListeningとSpeaki喝のつなが

りを「正しいintonationで発音できない語は意味を待った語として聞こえてこない。つま

り聞きとれない。」と話したところ生徒は熱心に聞いた。よく練習してほしいものであ

る。

第6回（5月23日）

05．語形の変化，問題9まで。

○修学旅行の後で生徒の疲れが目立つ。

00EDを1冊だけ持っていって回覧させた。語の初出がいつでそれはどこであったかがわ

かるとか，全部で13巻もある辞書だという話に驚いていた。

第7回（5月30日）

05．語形の変化を終えた。

○辞書とプリントを忘れてくる生徒が各クラスとも4～5人位いる。

第8回（6月6日）

06．可算名詞と不可算名詞まで（7．接頭辞と接尾辞の問題は宿題）。

第9回（6月13日）

07．接頭辞と接尾辞まで。

○成績のふるわない生徒で宿題をやってこない者が目立つ。わからないからやってこないの

か。やってこないと益々わからなくなるのに。

○今春に発行された『ジーニアス英和辞典』（大修館）について授業時少し話をしたら，買

い求めて持ってくる者がちらほらでてきた。

第10回（6月20日）

09．句動詞。成句の頭出しをして終了。

○句動詞を整理するのにR．J．Dixsonの戯ぶe邦吉ぬ7月わ∽ざわ乞助ggゐゐを紹介した。

第11回（6月27日）

○問14の成句を含んだ用例文は，調べてきたものを板書させてチェック。時間がかかった。

まとめてプリントにする工夫があってもよかった。

Op o s tアンケートを実施。
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3．3．「英和辞典の使い方」を終えて

辞書指導ほ2～3回で終了するようなものをやろうと考えていたが，プリントを作ってみると，

とても短期では終わりそうもなくなっていることに気付いた。せっかく生徒もその気になってい

ることだし，途中で止めてしまってほいけないと考え，結局11回という長い指導を行った。最後

まで生徒は興味を持ってついてきたかというとそうではなく，中にはうんざりしている老もいて，

そういった生徒を眠らせないでいかに興味を持続させつつ指導していくかは大変であった。

生徒は私が毎回辞書を3冊ほど持ってくることに興味を示した。それもいつも同じものを3冊

持っていくのではなく，異なったものを交えて毎回持っていったのである。何人かの生徒は「発

生ほ辞書を何冊持っているの。」と質問してきた。また，辞書指導中にライトハウス（研究社）

がよく出てきたもので，生徒たちほこの辞書と私とを強く結びつけて，私が「ライトハウスのこ

こを見るとだね‥・」と始めると「おっ，ライトハウスだ。」という声が必ず返ってきた。そして

実施回数に比例して，この辞書の所有者が少しずつ増えるという事態になったのである。指導中

に扱った辞書の中でその日立った特徴に触れたものほ，生徒にかなりの影響を与えるようである。

これほジーニアス（大修館）についても同じである（指導メモの第9回を参照のこと）。

中3の生徒たちは5月中下旬に修学旅行を行なったが，その直前の授業では「先生は旅行につ

いてくるそうですが，辞書は持っていくのですか。」と冗談半分で質問する生徒まで現われた。

とにかく，私を見ると「辞書」という連想がわくほど，強い影響を与えたことだけは確かである。

また，この指導中に，「先生，二冊目の辞書を買おうと考えてるんですけど，どの辞書がいい

ですか。」という質問を，10人近い生徒からもらった。彼らにとってほ，この辞書指導が新しい

辞書を求めるきっかけになったのかも知れない。

さて，生徒がこの辞書指導にどういう評価を下したのかを「p o s tアンケート」の結果から

見てみよう。
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卑暮「PO＄電アンケート」による考察一生徒が下した評価－9

これまで11巨舵わたり英和辞典の使い方を学んできました0授業で習ったことを生かして，君

達一人一人が今後の英語学習に辞書を有効に使っていくように望みます。今日は次のアンケート

に答えてください。

1・辞書指導受講前と比べて，君は英和辞典に興味が持てるようになりましたか。

a・なった。 b・少しはなった。 C．前と変わらない。

d l．辺七

批乱

逐膠
皿

一
－
1

耶l四

％

灯肌州州

d．興味が失せた。

25．軌

J蛤．耽

「少しはなった」も入れると，この辞書指導を受けて，7割強の生徒が英和辞典に興味を持つ

ようになったと答えている。なにごとにつけ，興味を持つことから始まることを考えた場合，こ

の辞書指導が興味付けをするのに役立ったことほ評価できることであると思う。しかし，「前と

変わらない」つまりこの指導によって特に英和辞典に興味を持てるようになったとは言えない，

と答えた生徒が26％いることほ見逃せない。この生徒たちにほどうして興味付けができなかった

のか，さらにアンケ仙トを取るなりして考察する必要がある。また，「興味が失せた」と答えた

1％の生徒にほ，個人面接をするなりしてその原因を明らかにし，指導のあり方を分析し再構築

しなくてはなるまい。

さて，英和辞典に興味を持った生徒たちは，以前と比べて辞書をよく引くようになったであろ

うか。
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2．辞書指導受講前と比べて，君は英和辞典をよく引くようになりましたか。

a．なった。 b．前と変わらない。 C．あまり引かなくなった。

C l．批

49．5之

2

1宅沼

％

丘9．ジ；

円グラフを見てわかるように，「よく引くようになった」と答えた生徒と，「前と変わらない」

と答えた生徒が半々であった。興味を持ったわりに，以前と変わらない生徒がこれほど多いのほ

どうしてであろうか。ひとつには今使っている教材の難易度の問題があろう。10辞書を使うほど

のものではないということなのかもしれない。しかし，表面的な意味をとらえられたとしても，

それで辞書を引かなくてよいという理由にはならない。中学の教科書に出てくる，いわゆる「基

本語」には多義語が多い。これらほ何度も辞書で引いて，その使い方を確認しながら学習してこ

そ，始めて自分のものとなっていくのである。このことを，教科書を使った授業でよく指導して

いくことが，これからの課題となる。また，「前と変わらない」と答えた生徒の中にほ，指導前

からよく辞書を引いていた生徒がいたかもしれないが，その辺りのことほこのアンケート結果か

らほ分析できない。中にほ興味ほ持っても，ただそれだけで実行を伴わない生徒がいるが，こう

いった生徒には普段の授業で辞書を引かせ，粘り強く指導していく必要がある。

3．辞書指導受講中このような指導は必要だなと思いましたか。

a．思った。 b．思ったが期間が長すぎた。 C．思わなかった。

d．その他（

d 令．8；；

c 5・飢

※ …il l

3 …l
l‡
li
‡i
＝榊
川l
州l
…

川
…‡
li！
…壬l…！！
川It喜l払…tl

le9

b 笠．批 ％ ！
＝l 彗l炉暮＝ l ‡

胃毒雌
‡
州…し

粁
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今回行ったような辞書指導の必要性を9割弱の生徒が認めている。やはり，彼らは辞書の巻頭

にある「使い方」をよく読んで使ってはいなかったのである。いや，読んだ老はいたかもしれな

いが，よく理解されてはいなかったと思われる。ところで，必要性を認めた生徒の中で多くの老

（35％）が「期間が長すぎた」と答えているところに注意したい。半分位の回数，つまり5～6

回が適当なのかもしれない。今回作成し使った教材を分析して，より短かい期間で能率よく指導

できるものに改良していく必要があろう。

4．辞書指導を受けて具体的にどんな点が自分のためになりましたか。

○品詞，発音記号，自動詞。他動詞や可算。不可算の表記に注意するようになり，反意語。同

意語，頬義語，成句，句動詞，語法関に注意が向くようになった。（36名）

○辞書が単語の意味ばかりでなく他の色々な情報を与えてくれることがわかり，それらをよく

読むようになった。（23名）

○辞書の仕組み，使い方がわかり興味が出てきたので，よく引くようになった。（24名）

○月∃例文の大切さがわかり，目がいくようになった。（14名）

○いろんな辞書があることがわかり，自分の辞書の欠点（のってない事柄があるなど）がつか

めた。また，良い辞書とほどういうものかがわかり，今後辞書を買い求める際の参考になっ

た。（12名）

○接頭辞。接尾辞を用いて派生語を作るところが役に立った。（11名）

○辞書が早く引けるようになった。（7名）

○語彙が増えた。（1名）

○英英辞典の使い方もやってほしい。（1名）

○肉体的，精神的に疲れた。（1名）

01年生の最初にやるべきではないか。（1名）

○ためにならなかった。（1名）

アンケート結果を見ると，今回の辞書指導のねらいの1から3までほ，ほぼ達成できたのでは

ないかと思う。ねらいの4については，指導後「とくに辞書をよく引くようになったとほ言えな

い」と答えた生徒が多くいた2番の結果も考え合わせると，多くを今後の指導にゆだね，その結

果を待たねばならない。しかし，辞書の仕組みや基本的な約束事がわかったことは，生徒にとっ

て，自分はどこにもどって何を調べれはよいかの行き所が手に入ったことになろう。つまり，彼

らにとって探したい情報を手に入れるのにどういう戦略をとればよいかがわかったことは，自己

学習をするうえで大きな財産になったものと思う。

次に4．の項目に対する7名の生徒の意見を原文のまま紹介するので参考にしていただきたい。

「今までもよく引いたのだが，今から考えるとわからないのにやたらと引いていたようだ。辞書を引いて，

書いてある内容が随分わかるようになった。これからも辞書をたくさんひいて語義をふやそうという気が
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わいた。（C組．S．T．君）」

「晋ほ単語の訳や発音を主に見ていて，他の必要な情報を見逃していたような気がした。類義語や反義語，

派生語を覚えると単語数が多くなるし，語法のところを見ると使い方がよくわかるようになった。句動詞

も覚えられるようになった。（C組T．S．君）」

「今までほ，辞書で意味しか調べていなかったので，辞書を引くのはめんどうくさいと思っていたが，辞

書の引き方をくわしくわかってからは，辞書に興味が出てきた。和英もよく引くようになった。（A組

K．S．君）」

「辞書にほいろいろな情報がぎっしりつまっていることが分かった。今まで僕はこの内の限定された情報

しか活用してなかったので，これからほ辞書の情報をフルに利用して，辞書とうまくつきあっていきたい。

（C組H．U．君）」

「今まで辞書を引いてもわからないところが中辞典に多くあり，和訳しかみなかったが辞書指導によって

他の情報も得られるようになった。また接頭辞。接尾辞が少しわかるようになった。（A縫．

H．T．君）」

「前ほ人に聞いていたが，辞書を使って調べるようになった。それにつれて，英語の予習も，前ほやって

いなかったが，やるようになった。辞書のいい悪いがわかった。（B組T．0．君）」

「1つの単語に複数の品詞があり，いろいろな意味があることを知り，又，派生語も知って英語の世界が

広がったこと。又，句動詞，成句をもっと勉強すれは，英語がもっと身近なものに感じられるのではない

かという希望がわいたこと。（B組K．0．君）」

5．ぁわりに

この指導を考えた時に筆者の胸中にあったものが何であったかというと，生徒が英語を勉強し

ていて問題にぶつかった時に，自分で辞書を引き，調べ，考えて解決する姿勢を身につけてほし

い，ということであった。11ぁる問題を解決するにはそれなりの手順を踏むことが必要である。

これはなかなか面倒なことである。しかし，一足飛びに結論へ至ることほできない。よもやでき

たとしても，あまりに短絡な結論でしかないことが多い。要は，結論をそう急がないで，それに

至る過程でひとつひとつの事実を分析し統合していく作業を辛抱強く行う忍耐力を身につけるこ

とである。それには強い意志力が必要だし，時間がかかる。しかし，やるだけの価値があるもの

である。生徒にここの所を辞書を引く作業を通して教えなけれほならない。教師は生徒に答を容
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易に与えたりせずに，生徒がそれを探して四苦八苦している問，我慢強く待つことが大切であろ

う。

筆者の大学院時代のある恩師は「英語は外国語である。用心してかからなくていけない。」と

言われた。つまり，外国語である英語の表層だけを見て「ああ，こういうことだな。」でほ真の

理解を得られず，往々にして誤った判断を下してしまう。だから，いつも辞書をそばに置き，わ

かりきったようなことでも，ちょっと調べてみる労をいとわないようにと，教えられたのだと思

う。筆者の生徒たちにも，辞書を友とし師として，辞書と対話しながら英語学習を進めていく姿

勢を学ばせたいものだと思う。

注

1．大学生の辞書離れについて玉川大学の渡辺（「お節介な辞書談義」，ⅤIEPOINT，1988，p．

1）は「・‥で，近ごろ，教室で因っていることは，学生の多くが辞典を用意しないこと。それ

ばかりか，辞典を引く気力も能力も低下していることだ。‥・辞書編集法が長足の進歩を遂げた

今日，利用者たる大学生たちの辞書離れの現状を思うとぞっとするのだ。」と嘆いている。

2．p r
eアンケート5仙4及び5－6の結果を参照のこと。

3．このことに関して早川（「高校3年間の辞書指導」，『現代英語教育』1987年5月号p．18）

ほ「・・・しかし，教師自身が辞書指導には消極的に見えます。特に，普通科高校の先生方のなか

には「辞書の引きかたなど，自然に覚える」と信じて疑わない方も多くみえます。確かに，私

たち教師が高校生の時代にほ，辞書の引き方など教わりませんでした。中学校ですでに辞書を

かなり使いこんでいたからです。」と述べている。

4．吉川（「中学生向け英和辞典の整理学」，『現代英語教育』1988年5月号，p．45）は「…し

かし，用例なしでほ，やぼり不十分の場合が多く，語義。語法上の解説の一部として生きてい

るものであれば，数以上の効果を発揮する。」と用例文の必要性を述べている。

5．吉川（「中学生向け英和辞典の整理学」，『現代英語教育』1988年6月号，p．44）も「…よ

く調べてくる生徒でも，辞書の1番目かせいぜい2番目くらいまでの単語の語義にとどまるの

ではなかろうか。そういう時にも，もう一歩の所を教室で辞書を使って教えて欲しいと思うの

である。」と述べている。

6．吉川（「中学生向け英和辞典の整理学」，『現代英語教育』1988年1月号，p．24）ほ辞書の

約束事を知らない大学生について「…しかし，辞書を引くことも知らずに大学生になったと思

える学生がいることも知っていただきたい。アルファベットの順序もよく知らないのでほと嘆

いたある大学の英語の先生を知っている。大学生を基準にして論ずるのはいけないことかも知

れないが，辞書を引くのも遅く，かつ不正確であり，辞書の約束事も知らない大学生が実に多

い。」と述べている。

なお，辞書の「効果的な使い方」の解釈ほ分かれるところである。意味がわからない語句に
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出会った時，それを辞書ですぐに調べないで，まず文脈からその語句の意味を推察する。そう

して得た意味を確かめるために辞書を引くといった場合もある。この意味での辞書の「効果的

な使い方」の指導ほ教科書を読んでいく授業の中で断続して行われるべきものである。

7．このプリントを作るにあたってほ，小冊子『グローバル英和辞典引き方ワークブック』（三

省堂）を参考とした。また，この小冊子も含めて，『ライトハウス英和辞典』（研究社），『英

語の辞書指導－「ライトハウス英和辞典」を使って－』（八幡成人著，研究社）より一部

そのまま引用し使用した。

8．教材内容は資料「英和辞典の使い方」を参照のこと。

9．中3全クラスで123名が答えた。なお，中3ほ3クラスあり全員で125名いる。

10．教科書ほNEⅦ－CROlⅣNENGLISHSERIES3（三省堂）を使用している。なお，巻末に

は「単語の意味」がついていて，ここを見れは新出語等の意味がわかるようになっている。こ

のことも生徒が辞書を引かない原因になっているのでほないかと思われる。

11．吉川（「中学生向け英和辞典の整理学，『現代英語教育』1988年1月号，p．24）も，「…，ま

た試行錯誤の中から知識を選択し整理していく自助性を辞書を通して育てていくことも必要で

ほないだろうか。」と述べている。
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